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第
六
章　
　

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
を
経
由
す
る
移
民
た
ち

第
七
章　
　

モ
ス
ク
ワ
の
中
央
ア
ジ
ア
移
民

第
Ⅲ
部　

中
央
ア
ジ
ア
か
ら
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
へ
の
移
民

第
八
章　
　

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
移
民
政
策
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

第
九
章　
　

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
へ
の
移
民

第
一
〇
章　

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
お
け
る
移
民
定
着
の
諸
問
題

第
一
一
章　

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
お
け
る
移
民
の
変
容

第
Ⅱ
部
と
第
Ⅲ
部
は
、
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
ロ
シ
ア
へ
、
そ
し
て
中

央
ア
ジ
か
ら
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
へ
と
い
う
、
二
つ
の
大
き
な
流
れ
を
区

別
し
て
取
り
扱
う
。
中
央
ア
ジ
ア
と
ロ
シ
ア
の
移
民
と
い
う
と
、
従

来
は
送
り
出
し
先
と
受
け
入
れ
先
と
二
分
し
て
、
し
か
し
流
れ
は
一

方
向
で
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
経
済
成
長
軌
道
に
乗
り
始
め

た
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
「
受
入
国
」
に
転
換
し

た
。
こ
の
流
れ
の
変
化
を
大
き
く
捉
え
よ
う
と
す
る
点
で
も
、
本
書

は
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
て
い
る
と
い
え
る
。
カ
ザ
フ
移
民
研

究
と
し
て
は
、
日
本
で
は
ご
く
少
数
の
論
文
が
あ
る
だ
け
だ
。
本
書

の
表
題
に
「
中
央
ア
ジ
ア
」
と
あ
る
が
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
比
重
は

圧
倒
的
に
大
き
く
、
あ
え
て
ワ
ン
セ
ク
シ
ョ
ン
を
設
定
し
て
い
る
。

第
Ⅳ
部　

市
民
・
移
民
・
地
域
の
安
全
保
障

第
一
二
章　

中
央
ア
ジ
ア
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
移
民
と
「
人
間

社
会
の
安
全
保
障
」

第
一
三
章　

中
央
ア
ジ
ア
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
と
安
全
保
障

第
一
四
章　

シ
ベ
リ
ア
・
極
東
地
域
に
お
け
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
と
移
民
恐
怖
症

第
一
五
章　

ロ
シ
ア
に
お
け
る
超
エ
ス
ノ
フ
ォ
ビ
ア

第
一
六
章　

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
お
け
る
人
身
売
買
の
リ
ス
ク

第
Ⅳ
部
は
、
こ
れ
ま
で
の
諸
章
が
人
流
・
フ
ロ
ー
の
側
面
を
重
視

し
た
分
析
と
な
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
は
い
わ
ば
人
流
が
引

き
起
こ
す
「
ス
ト
ッ
ク
の
課
題
」
で
、「
人
間
の
安
全
保
障
」、「
エ

ス
ノ
フ
ォ
ビ
ア
」
や
「
人
身
売
買
」
な
ど
社
会
的
課
題
と
そ
れ
へ
の

対
応
な
ど
、
こ
れ
ま
で
わ
が
国
で
は
あ
ま
り
紹
介
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
問
題
だ
。
そ
れ
を
中
央
ア
ジ
ア
と
い
う
地
域
で
の
特
殊
性
を
考
慮

に
入
れ
た
視
角
か
ら
迫
る
と
い
う
、
き
わ
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
課
題
設

定
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
付
録
・
付
属
資
料
「
モ
ス
ク
ワ
に
住
む
中
央
ア
ジ
ア
移

民
た
ち
の
証
言
」
は
、
モ
ス
ク
ワ
で
暮
ら
す
移
民
労
働
者
・
非
合
法

滞
在
者
も
含
め
て
、
計
二
〇
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
実
録
で
、
第

Ⅳ
部
ま
で
の
マ
ク
ロ
な
分
析
と
は
異
な
っ
て
、
徹
底
的
に
個
人
に
密

着
し
た
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
、
移
民
労
働
者
と
し
て
の
生
活
と
仕

事
、
モ
ス
ク
ワ
と
い
う
特
殊
な
社
会
で
家
族
か
ら
離
れ
て
一
人
で
暮

ら
す
人
々
の
ミ
ク
ロ
の
実
像
に
迫
ろ
う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。
街
頭

で
掃
除
人
と
し
て
働
い
て
い
る
人
に
話
し
か
け
、
ま
し
て
や
暮
ら
し

や
所
得
に
つ
い
て
あ
れ
こ
れ
聞
き
出
す
の
は
、
普
通
の
日
本
人
に
は

至
難
の
業
だ
。
こ
う
し
た
調
査
は
、
ま
さ
に
国
際
的
な
研
究
協
力
な

し
に
は
不
可
能
で
、
本
書
の
い
ま
ひ
と
つ
の
大
き
な
特
色
と
な
っ
て

い
る
。

書
評

堀
江
典
生 

編
著

『
現
代
中
央
ア
ジ
ア
・
ロ
シ
ア
移
民
論
』

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）

大
津
定
美
（
神
戸
大
学
名
誉
教
授
）

ソ
連
社
会
主
義
が
崩
壊
し
て
二
〇
年
、
か
つ
て
ソ
連
領
で
あ
っ
た

中
央
ア
ジ
ア
諸
国
で
の
経
済
と
社
会
は
ど
う
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う

か
。
そ
れ
を
労
働
移
動
と
移
民
と
い
う
問
題
を
軸
に
検
証
し
よ
う
と

い
う
の
が
本
書
の
狙
い
で
あ
る
。
同
趣
旨
の
問
題
意
識
で
、
中
・
東

欧
地
域
や
中
国
・
極
東
ロ
シ
ア
に
お
け
る
状
況
を
追
求
し
た
類
書
が

す
で
に
い
く
つ
か
あ
る
が
（
文
末
リ
ス
ト
参
照
）、
中
央
ア
ジ
ア
地

域
に
関
す
る
わ
が
国
で
の
包
括
的
な
研
究
書
と
し
て
は
、
本
書
が
鏑

矢
で
あ
る
。

本
書
は
、
文
科
省
科
研
費
の
補
助
を
受
け
実
施
さ
れ
た
調
査
と
そ

れ
を
も
と
に
開
催
さ
れ
た
大
規
模
な
国
際
シ
ン
ポ
で
の
報
告
論
文
が

も
と
に
な
っ
て
い
る
。
執
筆
者
の
国
籍
は
、
ロ
シ
ア
、
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
、
韓
国
、
日
本
の
四
か
国
と
な
っ
て
い
る
が
、
移
民
研
究
者
の
常

と
し
て
、
絶
え
ず
現
地
調
査
に
歩
き
廻
っ
て
い
る
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン

が
多
い
か
ら
、
筆
者
の
国
籍
を
あ
ま
り
重
視
す
る
必
要
は
な
い
か
も

し
れ
な
い
。

Ⅰ本
書
の
編
別
・
省
別
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
執
筆
者
名

は
省
略
）。

第
Ⅰ
部　

中
央
ア
ジ
ア
・
ロ
シ
ア
移
民
問
題
の
領
域

第
一
章　

中
央
ア
ジ
ア
地
域
の
人
的
資
源
と
社
会
状
況

第
二
章　

労
働
移
民
が
つ
な
ぐ
ロ
シ
ア
と
中
央
ア
ジ
ア

第
三
章　

中
央
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
身
売
買
と
の
戦
い

第
四
章　

Ｃ
Ｉ
Ｓ
諸
国
の
移
民
問
題
へ
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
取
り
組
み

第
Ⅰ
部
は
、
研
究
対
象
に
つ
い
て
の
い
わ
ば
総
論
で
、
第
一
章

は
、
中
央
ア
ジ
ア
地
域
の
経
済
・
社
会
状
況
の
人
口
論
視
角
か
ら
の

概
論
、
と
く
に
人
的
資
源
の
ス
ト
ッ
ク
に
重
き
を
お
い
て
概
観
す

る
。
第
二
章
は
、
旧
ソ
連
時
代
か
ら
の
長
い
歴
史
を
も
つ
中
央
ア
ジ

ア
・
ロ
シ
ア
の
移
民
の
歴
史
的
・
今
日
的
問
題
状
況
を
一
瞥
す
る
も

の
で
、
第
三
章
は
、「
人
身
売
買
」
と
い
う
特
定
の
、
と
は
い
え
き

わ
め
て
先
鋭
な
問
題
領
域
か
ら
の
問
題
提
起
、
第
四
章
は
Ｉ
Ｌ
Ｏ

（
国
際
労
働
機
関
）
が
Ｃ
Ｉ
Ｓ
の
労
働
移
動
問
題
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
か
の
概
観
を
示
し
て
い
る
。

第
Ⅱ
部　

中
央
ア
ジ
ア
か
ら
ロ
シ
ア
へ
の
移
民

第
五
章　
　

シ
ベ
リ
ア
へ
向
う
中
央
ア
ジ
ア
移
民
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成
果
も
多
数
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
と
は
い
え
、
こ
の
地
域
で
国
境
を

接
し
た
中
国
に
は
ま
だ
そ
う
し
た
移
民
研
究
グ
ル
ー
プ
は
見
ら
れ
な

い
。
こ
の
テ
ー
マ
は
な
お
「
禁
じ
ら
れ
た
」
分
野
に
近
い
よ
う
だ
）。

評
者
は
（
私
事
と
な
る
が
）、
主
に
第
二
の
グ
ル
ー
プ
と
こ
の
一

〇
年
以
上
研
究
交
流
を
重
ね
て
き
た
し
、
二
〇
〇
二
年
に
は
ジ
ャ
ン

ナ
・
ア
ン
ト
ノ
ヴ
ナ
さ
ん
（
本
書
第
二
章
筆
者
）
や
中
国
の
移
民
研

究
の
第
一
人
者
ゲ
リ
ブ
ラ
ス
教
授
を
京
都
に
お
招
き
し
て
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
も
っ
た
（
成
果
は
文
献
①
）。
ま
た
、
Ｆ
Ｍ
Ｃ
主
宰
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
（
モ
ス
ク
ワ
二
〇
〇
一
、
二
〇
〇
六
だ
け
で

な
く
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
二
〇
〇
四
、
キ
シ
ニ
ョ
フ
二
〇
〇

五
、
ス
ー
ズ
ダ
リ
二
〇
〇
六
な
ど
）、
各
地
で
多
く
の
研
究
者
の
知
己

を
え
た
が
、
共
同
調
査
と
い
え
る
も
の
を
実
施
し
た
こ
と
は
な
か
っ

た
。本

書
の
編
者
は
、
第
三
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
一
人
、
ロ
シ
ア
社

会
政
策
研
究
所
の
セ
ル
ゲ
イ
・
リ
ャ
ザ
ン
ツ
エ
フ
教
授
と
の
緊
密
な

研
究
協
力
体
制
を
樹
立
、
モ
ス
ク
ワ
（
だ
け
で
な
く
地
方
に
も
）
や

中
央
ア
ジ
ア
で
の
現
地
調
査
を
実
施
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
、

本
書
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
ロ
シ
ア
や
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
の
み
ご
と
な

研
究
協
力
の
成
果
と
い
え
よ
う
。

Ⅲ本
書
の
特
色
の
ひ
と
つ
は
、
中
央
ア
ジ
ア
で
の
移
民
問
題
が
内
包

す
る
社
会
問
題
、
人
身
売
買
を
含
む
人
権
問
題
な
ど
に
目
を
向
け
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
第
Ⅳ
部
「
市
民
・
移
民
・
地
域
の
安
全

保
障
」
に
含
ま
れ
る
諸
章
、
第
一
二
章
「
中
央
ア
ジ
ア
、
ロ
シ
ア
に

お
け
る
移
民
と
『
人
間
社
会
の
安
全
保
障
』」、
第
一
三
章
「
中
央
ア

ジ
ア
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
と
安
全
保
障
」、
第
一
四
章
「
シ
ベ
リ

ア
・
極
東
地
域
に
お
け
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
と
移
民
恐
怖
症
」、
第

一
五
章
「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
超
エ
ス
ノ
フ
ォ
ビ
ア
」、
第
一
六
章

「
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
お
け
る
人
身
売
買
の
リ
ス
ク
」
が
そ
う
で
あ

り
、
ま
た
第
三
章
「
中
央
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
身
売
買
と
の
戦
い
」

も
そ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、H

um
an T

raffi
cking

は
国
際
移
民

問
題
で
は
ど
こ
で
も
一
大
研
究
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
が
、
中
央
ア
ジ
ア

研
究
で
は
、
少
な
く
と
も
こ
れ
ま
で
わ
が
国
で
は
あ
ま
り
紹
介
・
注

目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
問
題
で
も
あ
る
。

そ
れ
と
の
関
連
で
第
三
章
と
第
一
六
章
の
二
つ
の
章
の
筆
者
、
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
の
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
・
バ
デ
ィ
コ
ヴ
ァ
女
史
の
コ
ン
ト
リ

ビ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
ひ
と
こ
と
触
れ
て
お
こ
う
。
彼
女
は
「
中

央
ア
ジ
ア
人
身
売
買
撲
滅
Ｎ
Ｇ
Ｏ
協
会
」
の
代
表
で
、
被
害
者
救
済

の
運
動
を
担
う
研
究
者
で
あ
る
。
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
が
長
く
封
建
的

な
身
分
制
や
女
性
差
別
の
慣
行
で
な
ら
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
奴
隷
的

な
労
働
や
搾
取
を
温
存
さ
せ
て
き
た
背
景
に
あ
り
、
社
会
主
義
か
ら

市
場
経
済
へ
の
転
換
と
そ
の
混
乱
の
な
か
で
女
性
の
売
春
や
人
身
売

買
を
横
行
さ
せ
て
き
た
こ
と
、
彼
ら
を
保
護
す
べ
き
法
的
シ
ス
テ
ム

や
社
会
意
識
の
遅
れ
を
強
く
指
摘
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
経

本
書
の
各
章
の
内
容
は
、
編
者
に
よ
る
「
は
じ
め
に
」
で
簡
に
し

て
要
を
え
た
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
ご
覧
い
た
だ
く

の
が
最
適
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
、
実
に
大
き
な
テ
ー
マ
に
多
面
的
か
つ

包
括
的
に
迫
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
、
全
体
を
咀
嚼
し
成
果
を
簡
潔

に
纏
め
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
二
、
三
の
テ
ー
マ
に

絞
っ
て
、
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
試
み
よ
う
。

Ⅱ世
界
的
に
見
て
、
移
民
研
究
は
す
で
に
長
い
歴
史
を
持
っ
て
い
る

が
、
ソ
連
崩
壊
で
グ
ロ
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
加
速
さ
れ
、
資
本
や
情

報
だ
け
で
な
く
国
境
を
越
え
た
人
・
労
働
力
の
流
れ
も
近
年
ま
す
ま

す
活
発
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
流
れ
を
ど
う
い
う
学
問
デ
ィ
シ
プ
リ

ン
か
ら
捉
え
る
の
か
。
経
済
学
、
法
律
学
、
社
会
学
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
り
う
る
が
、
従
来
の
学
問
研
究
は
暗
黙
の
裡
に

「
一
国
シ
ス
テ
ム
」
を
前
提
と
し
て
お
り
、
国
際
移
民
の
よ
う
に
い

わ
ば
境
界
を
超
え
た
、
境
界
の
な
い
フ
ロ
ー
を
対
象
と
す
る
研
究
に

は
、
単
一
の
研
究
方
法
論
は
な
お
存
在
し
な
い
と
い
え
よ
う
。

ロ
シ
ア
の
場
合
で
見
る
と
、
国
際
労
働
力
移
動
・
移
民
研
究
は
幅

が
広
く
、
か
つ
ソ
連
時
代
か
ら
見
て
も
長
い
歴
史
を
持
つ
。
ソ
連
崩

壊
以
後
に
は
、
旧
共
和
国
が
独
立
し
新
た
な
国
境
が
で
き
た
こ
と
に

よ
り
、
旧
来
の
国
内
移
動
が
国
際
移
動
と
な
り
、
一
挙
に
問
題
が
複

雑
化
し
た
。
そ
こ
で
、
実
に
多
く
の
研
究
機
関
や
個
人
の
研
究
者
が

関
わ
っ
て
き
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
国
際
労
働
力
移
動
研
究
は
最
近

の
社
会
科
学
分
野
で
の
一
大
人
気
テ
ー
マ
と
な
っ
た
感
が
あ
る
。
そ

れ
を
担
う
研
究
者
の
層
も
実
に
厚
く
、
本
来
の
狭
い
デ
ィ
シ
プ
リ
ン

を
か
な
ぐ
り
捨
て
て
未
知
の
広
野
に
飛
び
出
し
た
形
の
「
新
参
者
」

も
多
い
と
も
い
え
よ
う
。
現
在
の
モ
ス
ク
ワ
に
限
っ
て
も
、
筆
者
の

見
る
と
こ
ろ
、
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
存
在
す
る
。
ひ
と
つ
は
、
モ
ス

ク
ワ
大
学
人
口
学
研
究
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
る
研
究
者
で
イ
オ
ン

ツ
ェ
フ
教
授
を
中
心
に
し
た
グ
ル
ー
プ
で
、
第
二
は
、
ロ
シ
ア
科
学

ア
カ
デ
ミ
ー
「
生
産
力
配
置
研
究
所
」
を
ベ
ー
ス
に
新
た
に
形
成
さ

れ
た
「
強
制
移
住
研
究
セ
ン
タ
ー
（Forced M

igration Center, 

Ｆ
Ｍ
Ｃ
）」
に
つ
な
が
る
研
究
者
で
（
中
心
は
ジ
ャ
ン
ナ
・
ザ
イ
オ
ン

チ
コ
フ
ス
カ
ヤ
女
史
、
本
書
第
二
章
筆
者
）、
ロ
シ
ア
各
地
に
協
力
者

を
も
ち
、
Ｉ
Ｏ
Ｍ
（
国
際
移
住
機
構
）
モ
ス
ク
ワ
支
部
も
強
い
協
力

関
係
に
あ
る
。
第
三
が
、
地
方
を
含
め
そ
れ
以
外
の
い
く
つ
か
の
大

学
な
い
し
研
究
所
に
ま
た
が
る
緩
い
繋
が
り
で
、
と
は
い
え
上
記
二

つ
の
グ
ル
ー
プ
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
志
向
を
持
つ
。

三
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
性
格
を
強
引
に
特
徴
づ
け
る
と
す
れ
ば
、
第

一
は
人
口
論
研
究
か
ら
、
第
二
は
経
済
地
理
学
か
ら
、
第
三
は
そ
の

ほ
か
多
面
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
人
達
、
と
い
え
よ
う
か
。

ま
た
こ
れ
以
外
に
も
、
中
国
や
北
朝
鮮
か
ら
の
労
働
移
民
が
顕
著
な

ロ
シ
ア
極
東
に
お
い
て
も
地
域
特
性
に
注
目
す
る
移
民
研
究
者
が
少

な
く
な
い
し
（
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
や
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
な
ど
）、
研
究
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か
ろ
う
が
、
こ
れ
が
ロ
シ
ア
で
出
版
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
、
本
書

の
重
要
性
を
示
す
今
ひ
と
つ
の
証
左
で
あ
ろ
う
。
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済
的
後
進
性
の
た
め
ば
か
り
で
な
く
、
東
南
ア
ジ
ア
や
カ
リ
ブ
海
周

辺
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
ロ
シ
ア
女
性
の
強
制
売
春
な
ど
、
ど
こ
で
も

広
く
見
ら
れ
る
問
題
だ
と
い
え
る
。

ま
た
、
バ
デ
ィ
コ
ヴ
ァ
女
史
に
よ
る
と
、
今
の
と
こ
ろ
救
済
の
た

め
の
活
動
資
金
は
海
外
か
ら
の
支
援
に
頼
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

り
、
最
近
の
国
際
金
融
危
機
で
支
援
規
模
が
縮
小
し
つ
つ
あ
る
よ
う

だ
。
と
は
い
え
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
が
他
の
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
と
は
異

な
っ
て
、
第
Ⅲ
部
の
諸
章
の
分
析
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
経
済
成
長

を
背
景
に
し
て
移
民
排
出
国
か
ら
受
入
国
に
転
換
し
た
と
い
う
状
況

の
な
か
で
、
今
後
は
被
害
者
救
済
や
国
民
の
意
思
改
革
面
で
の
い
っ

そ
う
の
努
力
が
望
ま
れ
る
。

Ⅳロ
シ
ア
・
中
央
ア
ジ
ア
の
労
働
移
民
の
特
殊
性
を
評
価
す
る
た
め

に
、
他
の
地
域
の
そ
れ
と
対
比
し
て
み
る
こ
と
、
と
く
に
東
ア
ジ

ア
、
東
南
ア
ジ
ア
と
の
比
較
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
本

書
の
対
象
か
ら
は
若
干
外
れ
る
が
、
ベ
ト
ナ
ム
と
ロ
シ
ア
と
の
関
係

も
無
視
で
き
な
い
。
ベ
ト
ナ
ム
は
、
旧
ソ
連
時
代
の
「
盟
友
」
で
、

青
年
の
教
育
・
人
材
育
成
に
協
力
し
て
き
た
だ
け
で
な
く
、
ロ
シ
ア

で
企
業
を
立
ち
上
げ
、
そ
こ
に
大
量
の
ベ
ト
ナ
ム
人
を
雇
用
し
て
き

た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
、
そ
の
人
流
面
で
の
パ
イ
プ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
今
日
も
強
固
だ
。
二
〇
〇
七
年
に
は
、
ロ
シ
ア
と
ベ
ト
ナ
ム
の

労
働
移
民
問
題
に
限
定
し
た
大
き
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
モ
ス
ク
ワ
で

開
か
れ
た
ほ
ど
だ
。
リ
ャ
ザ
ン
ツ
エ
フ
教
授
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

可
能
と
な
っ
た
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
し
て
そ
の
強
さ
に
驚
い

た
。
ま
た
ご
く
最
近
で
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
軍
事
政
権
と
の
間
に
密

か
に
進
め
ら
れ
て
き
た
軍
事
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
の
政
府
間
協
力
を

も
と
に
軍
人
や
技
術
者
の
人
材
育
成
に
も
ロ
シ
ア
は
熱
心
で
、
多
く

の
関
係
者
が
「
ベ
ト
ナ
ム
・
ロ
シ
ア
」
的
交
流
を
行
っ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
こ
こ
ま
で
来
る
と
、
単
な
る
二
国
間
・
地
域
間
関
係

の
枠
を
超
え
て
、
も
ろ
に
「
国
際
政
治
の
力
学
」
が
作
用
し
て
い
る

領
域
と
な
る
。
ま
た
、
今
後
の
政
治
状
況
と
も
関
わ
る
が
、
プ
ー
チ

ン
政
権
に
よ
る
旧
ソ
連
復
活
、「
ロ
シ
ア
帝
国
」
再
建
の
野
望
を
見

る
う
え
で
、
こ
う
し
た
国
際
人
流
・
労
働
力
移
動
が
果
た
す
役
割
に

も
注
目
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

最
後
に
、
本
書
の
「
ロ
シ
ア
語
版
・
姉
妹
篇
」
が
出
版
さ
れ
た
こ

と
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。『
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
ロ
シ
ア
へ
の

労
働
移
民
―
―
フ
ロ
ー
の
モ
デ
ル
化
』（
モ
ス
ク
ワ
、
二
〇
一
一
、

文
献
④
）
が
そ
れ
で
、
セ
ル
ゲ
イ
・
リ
ャ
ザ
ン
ツ
エ
フ
氏
と
堀
江
典

生
氏
の
共
著
で
、
構
成
は
全
一
〇
章
、
そ
の
う
ち
第
七
章
と
最
終
の

第
一
〇
章
（
分
量
に
す
る
と
両
者
で
七
割
弱
）
が
本
書
と
同
一
だ
。

他
の
章
は
、
タ
イ
ト
ル
は
似
て
い
て
も
内
容
は
異
な
り
、
中
央
ア
ジ

ア
か
ら
の
移
民
問
題
へ
の
政
策
提
言
（
第
九
章
）
な
ど
も
あ
り
、
研

究
助
成
機
関
へ
の
配
慮
（
？
）
も
う
か
が
わ
せ
る
。
と
い
う
わ
け

で
、
ロ
シ
ア
の
読
者
向
け
に
出
さ
れ
た
本
書
の
姉
妹
篇
と
い
っ
て
よ
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